
様式第2-1号

令和 年 月 日

宗像市長　あて
（申請者）

団体名：

代表者：

住所：

令和８年度 宗像市人づくりでまちづくり事業補助金交付申請書

【めぶきコース】

宗像市人づくりでまちづくり事業補助金交付要綱第6条第1項の規定に基づき、

下記のとおり申請します。

１．申請する取り組み

① ② ③ ④

その他詳細

２．補助金申請額及び算出基礎

円

３．団体連絡先

〒 ー

申請内容に当てはまる項目を選択してください。(複数選択可)

備品購入 視察研修 団体PR

むなかたキッズプログラム実行委員会

代表　　宗像　太郎

100,000

これまで、経験のあるメンバーを中心に活動を続けてきたが、新しく関わる人にとっては分かりにく
い場面もあった。備品や進め方を整えることで、誰でも安心して参加できる形にしたいと考えた。
また、他団体の取り組みを知る機会が少なく、自分たちのやり方が正しいのか迷うこともあった。視
察研修を通して刺激を受け、活動を見直すきっかけにしたい。
今回の取り組みを通して、団体の土台を少しずつ整え、今後も無理なく活動を続けていける状態を目
指す。

過去に同コースの交付を受けた年度 併用しないなし みのりコースと

補助金で
やりたいこと

(取り組みの内容)

具体的な取り組み内容、補助金の活用方法を記載してください。（別紙参照も可）
※実施時期や回数等、おおまかなスケジュールも記載してください

①活動を続ける中で、準備や進め方が人によって違い、負担が偏っていると感じている。そこで、活
動に使う備品を整え、誰でも関わりやすい環境をつくりたい。
②他市で子ども向け活動を行っている団体を訪問し、運営の工夫やスタッフの関わり方を学ぶ。学ん
だことは団体内で共有し、今後の活動に取り入れていく。
③団体の活動内容や想いが伝わるよう、PR用チラシを見直し、新しい参加者や協力者につなげたい。
【おおまかな実施スケジュール】
4月：活動で使うレクリエーション用備品を購入
5月：他市団体への視察研修を実施
6月：学びの共有、PR用チラシの内容検討
6〜7月：チラシ制作・印刷
7月以降：備品や学びを活かして活動を実施

やりたい理由
(取り組みの目

的・目指す成果)

上記の取り組みが団体の活性化につながると思う理由（団体の課題感、この補助金を通して実現したいこと等）

宗像市東郷1-1-1

算出基礎

申請区分

電話番号

赤間　花子

別紙収支予算書のとおり

811

補助申請額

1000

住所
宗像市久原180

担当者氏名

あかま　はなこふりがな

メールアドレス

080-0000-0000

abcdef@ghi.jk

備考



様式第2-2号

団体名：

令和８年度 宗像市人づくりでまちづくり事業補助金収支予算書

【めぶきコース】

(単位:円)

円

円

(a) 円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

(b) 円

記号

(c) 円

(d) 円 円

需用費

旅費

費目 予算額

3,960博多駅⇔赤間駅往復（1,320円×3人分）

項目 計算式

102,960

需用費 印刷費

公共交通機関交通費

消耗品費

消耗品費

むなかたキッズプログラム実行委員会

その他収入 2,960 自己資金

支出

市補助金

費目

経費の種類 積算内訳

予算額

人づくりでまちづくり事業補助金

収入

摘　要

100,000

合計 102,960

5,000

レクリエーション用ボードゲーム等（5000円×5
個）

25,000

10,000

団体PRチラシ 5,000

運動マット（12,000円×2枚） 24,000

事務用品等（ペン・コピー用紙・名札等）

団体PRチラシ製作（デザイン）

宿泊費

委託料 委託料

設備費 備品購入費

視察研修1泊×3人分

需用費

30,000

補助限度額

補助額

金額 補助金申請額

100,000100,000

102,000（b）×100% 千円未満切り捨て

-

旅費


